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　雁木の下の空間を露天みたいな感じで利用
→若い人が地元の人とノウハウを共有しながらやれるとい
いかも

　町家のゲストハウスとして利用
→細長い敷地を体験できる

　空き家の店舗利用

　空き地を利用してテラス席,広場

　お向かいの神社でのイベントに合
わせて、軽食の提供、お休み所。

　空き家の掃除WSや解体などで出
たモノを神社で蚤の市。

　シェアオフィス。弥彦神社帰りの
人の休憩。
　例えば、書道教室やってくれる人
歓迎みたいに、条件付きで新居者を
募集する。

　鍛冶屋体験。
　ラボっぽい感じ。染物工場とか体験
できる場所にして、手前で販売する。

　香林堂の周りで味噌とお土産を販売する。
　まちあるきの休憩場所。

　雑貨屋と料理屋。
　レストラン出店体験。

　雁木部分が広いのでそこも利用した店舗
空き家が並んでいるので、イベント時は雁木一帯で露天

　イベント広場。草とか整備して座ってランチできる場所に
する。マルシェや夏祭りなどの場所にも。

　大きな木はたくさんあるが、周辺は静かで風景もいいの
で、一階をカフェショップ二階を図書館に。

　絵本屋(クラフトWSとか合わせて)。

　町の情報発信を兼ねた本屋。

　船とか昔作っていたものを作るWS
→後ろの川で使う。

　店仕舞いをしている服屋→若い人向けに出店体験。

　大規模建築のため、旅館を作って吉田の特徴を発信する。

　駄菓子屋→お出汁屋。家で取らない出汁を販売する。
　物販。①ハンドメイドカフェ。地元のクリエイター。②夜・昼に
分けたイベント。③全体的に町の情報を発信する場所。

　お酒買ってBBQ。
　季節のイベント。吉田のお土産。

　高校に近いので、学校帰りに学生がふらっと立ち
寄れるお好み焼き屋さんとか。

　昼休みに一休み(昼休みにだらっとできる場所)。
　隠れ家的ゲストハウス。
　蔵を利用した宿泊宿。

　後ろの土蔵で魚介売り。前のオープンスペースでBBQ。

　住宅街のため、住宅の用途に。
　建物がセットバックしているので、手前にテラスの
あるカフェをつくる。

　お酒飲む→BBQ→宿泊する。

使い方1：店舗
使い方2：住居
使い方3：イベント

空き家
空き地
香林堂,神社
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　どちらかを開けて、建物の段差を利用してお茶
をする。周りに展示あり。
　企業を誘致して、都心の企業のサテライトオフ
ィスにする。
　作品の展示、畳に腰を掛けて、話したり、見た
り、交流できる場所。
　フォトギャラリーをしたい。川沿いや路地、神社
など燕吉田の風景の写真を開催してみたい。自
分の知らない景色がまだまだありそう。
　土間と歩道を一体につないで、休憩する場所
に。
　小上がり→休憩、案内、軽食
　小上がりのある畳の部屋で、読書ができる書
店（＆カフェ）
　元々、文房具とか売っていたり、書道や絵画の
教室をしていた。1階部分を教室やギャラリー的
に使えそう。

　ドライブスルーの特産品、商品売り場
　食べ物以外にも雑貨やアクセサリー、フリマな
どの屋外イベントの利用

　車通りが少ない。子供が安全に遊べる小さな
公園。
　味噌フェスとの連携。味噌×○○（地元野菜や
豆腐とか）。燕ジョイの人がお菓子を考えたみた
いなことがあってもいい。
　ふれあいセンターと連携。集まる場所、広場と
して活用。
　ふれあいセンターを利用した人の休憩所とし
て活用。テント、ベンチなど簡易的に用意して、ゆ
っくり緑に囲まれながら日向ぼっこができるよう
な場所にしたい。
　自然と触れ合えそう。公園など
　越後味噌さんにご協力いただいて屋外食事イ
ベント

　川沿い散歩コースの休憩所。道に緑地や川が
あるから
　横の駐車場に車を停めてゲストハウスに。
　車で来ることができる。知る人ぞ知る隠れ家カ
フェ
　リノベーションを施し、移住希望者に提供

　ものづくり体験の場所。前の広場で陶器を作っ
たり
　周りも住宅があって静か。商店街からも1本奥。「
吉田で住む」ことを体験できるような場所。
　香林堂の公開の公開イベントに合わせた休憩ス
ペース（一時的な店舗）
　平屋の小さい可愛い建物。細い道に入るので、
車通りも少ない。家の前に庭らしいところでも、晴
れた日はランチとかできるカフェにできそう。
　家の前の少ない駐車場も併せて雑貨屋さんとか
　セットバックした空間を利用して店舗。店先にま
で空間を広げる。

　自転車、徒歩の人が立ち止まって、戻ってくれ
るような何か。雁木の入り口。パンフレット置き場
。
　吉田の特産品や名産品を販売しているお土産
屋。
　まちあるきなど、都市を観光するときに入れる、
座る場所があまりない。→カフェなどの店舗とし
て
　宿泊、ゲストハウス

　吉田の歴史を知る住民がランドマークの近く
で住む場所として。
　香林堂の近くにある。吉田の歴史とか特産品
などの紹介・販売スペース

　地域の写真を展示
　どこか建物のひとつを民宿とかにできたら。
　香林堂公開イベントとしてカフェや文化体験イ
ベント
　中町の名家→博物館（町の歴史など）
　シェアハウスっぽいイメージ長期もOK。短期も
OK。ギャラリーとか吉田の発信地的な使い方。

　神社が多いため、それを巡るスタンプラリー。
神社ごとに「石を拾って奉納」みたいな話がある
ため、それを踏まえたスタンプをみんなで考える。
　1年に2回のお茶会に合わせて境内でマルシェ
とか
　近い香林堂さんとかと何か協働でできそう。シ
ンボルっぽいところを回るまちあるきツアーとか。
　お茶会の他にもイベントフロアとして神社の新
しい活用。集う場所として。
　お祭りをはじめとした伝統文化、芸能の拠点

　夜、足元に灯りをつける
　路地に沿って照明を置く
　細い路地。川？の向こう見える景色がきれい。
家の裏庭みたいなところをお茶とか飲める休憩
場所にしたら。とてもゆっくりできそう。
　路地側にカフェなどの店の入り口を向ける。（
ゆっくりできる隠れ家的な）
　駐車場の利用者が利用時に寄ることができる
ような物販イベント
　路地を利用してゆっくり過ごせる休憩所
　車も通れない。子供が安全にお絵かき。川で
笹船流し。

　建物と建物の間にひもを渡す。こいのぼりをつ
るしたり、干し物干したり。
　レンタルバーベキューなど外での飲食イベント
　奥の竹林なども整備して市民の憩いの場
　休める場所。カフェとか。イベント等に合わせて。　奥に長い建物で、裏に川がある。夏は流しそう

めんとか
　プライバシーに配慮した建物。店。（窓がすりガ
ラスだったので）

　庭を利用し、半屋外空間で食事を楽しめる飲
食店
　庭を開放してまちの休憩場所を作る。→天満
宮の祭りのときは夜も。隣の建物には店舗（飲食
店）を入れれば楽しそう。
　中庭で外から様子を伺いづらそう。→外カフェ
　庭の景観を生かした古民家カフェ

　車割りごとに出店。朝市と同じ日にやる。（出店
内容が被らないように）夜に屋外上映とか
　細長い。→出店イベント
　駐車場の屋根を利用して朝市。雨が降っても
大丈夫
　露店。柱ごとに区切る
　定期市の開催。屋根があるから、少しの雨でも
大丈夫。

　有料の図書館（１h：何円のような）。その本屋さ
んの在庫も読みながら
　本屋だったので、本を店先に展開して、人が立
ち止まって本を読んだりする。
　図書館関連。屋外で読めたり、外に開いた室
内に。外なら飲食OKとかのルールを作りながら。
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使い方1：店舗
使い方2：住居
使い方3：イベント
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：フローの段階 ：各段階の課題 ：解決方法 /地域でできること

もの こと しくみ

場所以外の必要な
道具の調達方法

テントなどの道具は、
用意しなきゃなのか？

→誰が？どこにストック
しておくのか (田中さん 2F)

スペースをデザインする
助っ人が欲しい ニーズはあるのか

片付け、掃除

物を貸し出す人への信頼

そもそもどの場所が
借りれるのか？

長期 or 短期
→その時にコンテンツ検討

どの店舗がいくらで
借りれるのか？

使える場所の
ストックが必要

借りる人と地元の大工さんを
繋げる仕組みづくり

すぐに使えるのか
直す必要があるのか？

借りれる空き家・店舗は？

空き家になってどのぐらい
経過しているか？

使う人がいない間は
誰が管理するのか？ネットなどの基本的な

インフラ問題

どこを貸りられるの？
空き家じゃない空き家とか

手入れしているのか？
どのぐらいお金がかかる？

地域側との関係性の構築 (管理主体 )

【全体】自分たちが動くには
まだ何か足りないみたい

何をするなら
貸してくれる？

どんなものを用意
しなければいけないのか？

つなぐ人は誰？組織？

空き家の情報を
管理する人・組織

出店する際、フォローはしてくれるの？
(誰が？いつ？どのくらい？ )

期間・費用は
自由なのかわからない

市場に出す時は何が必要？

そもそも何ができるのか

実験 (短期 ) では現実と
して捉えてもらえない

管理人さん (市場 ) との
面識が必要

何を売っていけないのか
食品衛生条例が邪魔

ヒアリング調査の結果が
どこまで活かされたのか？

吉田に人は来るのか？

誰にどんな申請書を
出せば良い？

そもそも借りたい時は
誰に言えば良いかわからない

管理者に問い合わせ

市役所の方が繋いでくれた

保健所、行政など情報を
持つ人につながった

町の人の雰囲気
(受け入れる体制ができた )

不動産オーナーの
気持ちが変化した

今回は全部相馬さんが
してくれて解決

田中さん・田辺さんなど
協力を得ることができた

DIY で作ったものを使った 見てわかるもの
HPやパンフレットの存在

地域の人と使える
スペースのピックアップ

情報ストックの
データベースを作る

使いたい人と持ち主を
つなぐ人の存在

住民の人たちと共に貸せる
空き家・店舗の把握

細かい情報の把握とデータ化
(金額や状態を知りたい？ )

知らない人が
来ることに慣れる

他との違いをアピールする

保健所の申請等に関しての
解決策 (特にメニュー等 )

申請方法がまとまっている
パンフレット？

市とかのHPに掲載

廃棄物をストックしておいて
貸し出す仕組みが必要

簡単に借りれると　
ハードルは低くなる

継続的に結果を
発信する

突撃＆掃除とかで
ある程度把握

相談できる民間組織

相談したい人への広報
(チラシやHP, SNS)

相談窓口があると良い

他の市や同じような活動を
している場所との情報共有
の仕組みづくり

条例改正

あらぬ噂が立つ

1. 市場の短期的な場所借り

2. 店舗の一部を借りる

3. 空き家・店舗の一部を借りる

4. 空き家・店舗全体を借りる
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　近年、地方都市では、急激な人口減少に伴う空き家の増加が問題となっ

ており、吉田でも同様の課題を抱えています。燕吉田プロジェクトは、

この空き家再生を大きな目的として、2017 年度より活動を開始しました。

2017 年度は、地域住民、燕市役所と協働し、住民の方とのワークショッ

プによる吉田の現状把握や、 まちあるきによる吉田の魅力の再発見など

に取り組んできました。2018 年度は、地域外の人がどうしたら吉田に入っ

て来やすくなるかを主軸に、空き家再生に至るまでのフローを考えまし

た。そして、地域住民と燕市役所と協働し、そのフローに沿った社会実

験を中心とした活動が展開してきました。

燕吉田プロジェクトの概要

燕吉田の歴史

今井家

　吉田は、慶安 2(1649) 年に在郷町″吉田村″として成立しました。吉

田は、本来、長岡と新潟を結ぶ伝馬所の継立であり、周辺地域の商業や

交通の中心として栄えました。かつては、西川の舟運により多くの船着

場(12ヵ所) がありました。現在は、今井家の船着場跡は残っていますが、 

他の船着場は、河岸工事の際に全て撤去されています。 大工や機織物、

川船関係など多種多様な商店や手工業者が存在し、吉田が周辺地域の中

心的な「町」としての機能を備えていたことがわかります。

　今井家は、西蒲原郡最大の地主でした。 米中心の穀

物商として成功した後、質屋営業や酒造業、金物商、

木綿商など、様々な商業活動を拡大しました。昭和期

には、越後味噌醸造株式会社や香林堂製薬などを企業

しています。

　現在も吉田には、今井家のレンガ造りの香林堂や元

郵便局の建物、住居が残っています。また、今井家祭

主の吉田天満宮が存在したりと、今井家の存在が非常

に大きかったことが、まちを歩くとわかります。

燕吉田のまちなみ
　吉田には、「北国街道（西川通り）」と呼ばれる旧街道が通っています。

そして、吉田はその宿駅であり、人と物資が行き交う要衝の地として発

展しました。現在は、主にこの旧街道沿いに妻入りの町屋が連続して存

在し、建物の前には雁木が連なっています。また、吉田駅前のいちび通

りにも、商店が建ち並んでおり、1・6の日には朝市が開催されます。

　空き家再生に向けた 2 段階目として、既存店舗の一部ス

ペースを借りて、地域外の方が出品する実験を実施しました。

　実現にあたり、地域の方々との会議を重ね、期間の設定や

広報の方法、また今後も「Shop in Shop」を継続していくた

めのお金を回す仕組みなどについても、意見を出し合い方針

を定めていきました。

　商品を置くための棚についても学生で案を出し合いまし

た。その案に、住民の

方々の意見を取り入れ、

3 種類計 10 個の棚の

DIY を行いました。棚

は、「Shop in Shop」 を

実施する 4 店舗で、商

品棚として使用されて

おり、今後も地域で使

用されます。

　空き家再生に向けた 3 段階目として、空き家

の一部を借り、朝市の時間帯にお惣菜屋さんの

出店を実験的に行いました。

　この実験は、地域のスーパーから商品を提供

して頂きました。さらに、地域の方々からはア

ドバイスや手助けをして頂き、実現に至りまし

た。当日は、近隣住民や市場利用者が多く来店

し、アンケートには、この様なお店が地域にほ

しいという声も、多く挙がりました。

吉田に来てもらう、第一歩 まちと人を知ってもらう繋がりづくり

準備を整えて、空き家再生を開始！

　空き家再生に向けた１段階目として、朝市の

一部スペースを借り、テントや椅子、机を用意

し、休憩所の設置を実験的に行いました。

　休憩所には、時より市場利用者が寄ってくだ

さり、中には、この取り組みに興味を持ってく

ださる方もいらっしゃいました。同時に、朝市

における出店者と利用者に対し、利用者の多い

時間帯や利用者の目的などをヒアリング調査し

ました。この結果は、3 段階目の朝市のお惣菜

屋さんの出店を行った際、活用しました。

●ベンチ作り

屋外に休憩所を設置する際に使用するベンチ

も大学側で設計し、DIY を行いました。3 段階

目のお惣菜屋さんの出店を行った際には、空き

いきなり一棟借りは難しいので…

　現在、建築士の方が中心となり「ヨシ

ダリノベーションプロジェクト」が実施

されています。このプロジェクトは、空

き家一棟を借り、カフェとしてリノベー

ションしようとする活動です。

新潟大学は、この活動を空き家再生の 4

段階目と捉え、協力を行っています。また、

大学の活動に対しても、建築士の方に地

域住民として、関わって頂いています。

家の前に、ベンチを配置して立ち寄った方々の休憩所としました。

現在は、いちび通りの店舗の方に管理して頂き、活用されています。

（参考 坂下尚之：在郷町吉田における歴史的建造物の建築特性および景観の実態―建築デザイ
ンガイドラインの基礎資料として―,2006）

ヒアリング風景

燕吉田プロジェクト
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④
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き
家
の
全
体
を
借
り
る

空き家再生のフロー
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